
  

  

  

  

  

  日時：2004 年 11 月 6 日（土） 13：00～16：40 

  場所：松阪コミュニティ文化センター 

    松阪市川井町字上大坪 690 番地  

    TEL：0598-23-2111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  共催 三重 NST 研究会／大塚製薬株式会社／株式会社大塚製薬工場 

  後援 日本静脈経腸栄養学会／三重県医師会／三重県看護協会／三重県病院薬剤師会 

  
第第 22 回回三三重重 NNSSTT 研研究究会会  学学術術集集会会  

  



 

｢第 2 回三重 NST 研究会｣ プログラム 
 

 

 

開会の辞 

三重 NST 研究会代表世話人 済生会松阪総合病院 内科部長 清水敦哉 

 

 

セッションⅠ 一般演題：『NST 活動・栄養管理における一工夫』 13:15～14:30 

司会 桑名市民病院 外科 寺邊 政宏 

「Rapid turnover protein 測定の有用性について－PEG 症例での検討－」 

済生会松阪総合病院 医療技術部検査科 笠井 久豊 

 「肝硬変患者に対する肝不全用経口栄養剤の就寝前投与の効果」 

山田赤十字病院 薬剤部 三宅 知宏 

 「嚥下障害への対応」  

紀南病院 脳神経外科 山中 学 

 「NST 活動・栄養管理の当院における試み」   
尾鷲総合病院 外科 加藤 弘幸 

 「大学病院における NST 稼動の型・PPM-III-特に七栗 NST の活動を中心に」 

藤田保健衛生大学 外科学・緩和ケア講座 伊藤 彰博 

 「当院の NST 活動の現状と課題」 津生協病院 栄養科 小家 育子 

 

－ 休憩 14:30～15:00 － 

 

 

セッションⅡ 特別講演：（市民公開講座）    15:00～16:30 

司会 藤田保健衛生大学医学部 外科学・緩和ケア講座 教授 東口 髙志 

 「ＮＳＴって何 !?－地域で健やかに生きる権利『栄養』を保障すること」 

北陸 PEG・在宅栄養研究会事務局／小川医院 院長 小川 滋彦 

 

 

閉会の辞 

三重 NST 研究会代表世話人 済生会松阪総合病院 内科部長 清水敦哉 


